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白
石
市
の
最
高
齢
者
、
北

寺
前
六
十
番
地
、
三
沢
や
ゑ

さ
ん
は
、
明
治
七
年
十
月
六

日
市
内
新
町
に
生
ま
れ
、
満

九
十
九
歳
。

　
紅
潮
し
た
お
顔
。

　
は
っ
き
り
し
た
口
調
。

ど
う
み
て
も
、
そ
ん
な
年
に

は
見
え
ま
せ
ん
。
生
ま
れ
て

こ
の
か
た
、
医
者
に
か
か
っ

た
こ
と
が
な
い
と
い
う
健
康

体
で
、
自
分
の
事
よ
り
、
家

族
や
、
市
民
の
方
々
が
、
交
通

事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
と

毎
朝
庭
先
に
、
線
香
を
あ
げ

て
い
る
信
心
深
い
、
お
ば
あ

さ
ん
で
あ
り
ま
す
。

　
ど
う
か
い
つ
ま
で
も

　
　
お
元
気
に
、

　
　
　
　
　
お
幸
せ
に
…
…
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　　　　一福祉制度の数々一

”
老
人
が
幸
せ
に
暮
せ
る
街
づ
く
り
に
”

を
モ
ッ
ト
ー
に
麻
生
市
長
は
、
福
祉
施
設
の

拡
充
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
老
人
福
祉
の
充
実
は
、
た
だ
老
人
だ
け
の

も
の
で
は
な
く
、
市
民
一
人
一
人
の
願
い
で

も
あ
り
ま
す
。

鮒

舷肥薦

撚

樽
　　妻
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、
、
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壌
甑
、
薩

帆
欄

薩
、

し～、

醐醜

レ
ー
ー
ξ
ー
ー
饗
齪

ぐ
、
。

罫嚢

囎
・
．
磯

　
灘
、

，
　
．
　

職
紘

東白石駅清掃奉仕の小下倉・内親老人クラブ

老
人
健
康
診
査

　
　
六
十
五
歳
か
ら

　
六
十
五
才
以
上
の
老
人
を
対
象
と

し
て
、
疾
病
の
予
防
、
早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
つ
と
め
る
た
め
、
老
人

健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
一
般
診
査
を
九
月
実
施
す

る
予
定
で
す
。
昨
年
度
は
七
七
〇
人

の
老
人
が
受
診
さ
れ
、
う
ち
三
二
％

の
方
が
、
何
ら
か
の
疾
病
の
疑
い
が

あ
り
、
療
養
ま
た
は
、
精
密
検
診
を

要
す
る
と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
自
身
の
た
め
に
老
人
の
方
は
、
残

ら
ず
受
診
さ
れ
ま
す
よ
う
お
す
す
め

い
た
し
ま
す
。

　老人

医
療
費
の
助
成

　
　
　
　
七
十
歳
以
上

満
七
十
歳
以
上
の
お
と
し
よ
り
の

方
が
、
ケ
ガ
や
病
気
の
と
き
安
心
し

て
、
医
者
に
か
か
ら
れ
る
よ
う
に
、

市
が
本
人
の
医
療
費
負
担
分
を
助
成

す
る
制
度
で
す
。

老
齢
福
祉
年
金

　
　
　
　
七
十
歳
か
ら

七
十
歳
に
な
る
と
月
額
三
、
三
〇

○
円
の
老
齢
福
祉
年
金
が
、
支
給
さ

れ
ま
す
。
こ
の
年
金
は
、
所
得
制
限

か
あ
り
ま
す
が
、
今
回
そ
の
枠
が
拡

大
さ
れ
ま
し
た
。

　
か
け
金
を
必
要
と
す
る
老
齢
年
金

は
、
六
十
五
才
に
な
る
と
、
月
額

一
二
、
五
〇
〇
円
（
十
年
掛
け
）
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
老
人
家
庭
奉
仕
員
の
派
遣

　
ひ
と
り
暮
ら
し
六
十
五
歳

六
十
五
才
以
上
の
、
一
人
暮
ら
し

の
老
人
が
常
に
寝
た
き
り
で
、
日
常

生
活
を
営
む
の
に
、
困
難
な
場
合
老

人
家
庭
奉
仕
員
が
、
週
二
回
訪
問
し

て
、
食
事
、
洗
濯
、
掃
除
、
そ
の
他

の
身
の
ま
わ
り
の
世
話
を
行
い
ま
す

市
で
は
、
四
人
の
家
庭
奉
仕
員
が
、

二
十
四
世
帯
の
お
世
話
を
し
て
お
り

ま
す
。

華
一
　
誌

　
耽
…
う

　
　
　
　
　
§

　
　
繋
醸
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繋鞭
㎝
、
雛
爆

…
灘
轡

欝
．
鞭
盆

そ
藩
乏

　
白
矛
澹
あ

　
　
　
．
存
髪
腐
て
4

　
　
　
　
　
　
　
荘
”
が
完
成
し
て
満
二
年
を
迎
え
、

　
　
　
　
　
　
　
益
々
利
用
者
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
自
慢
の
ジ
ェ
ッ
ト
噴
射
式
風
呂
、

　
　
　
　
　
　
　
機
能
回
復
訓
練
室
を
備
え
、
健
康
増

　
　
　
　
　
　
　
進
、
教
養
の
向
上
、
リ
ク
リ
ェ
ー
シ

　
　
　
　
　
　
　
ョ
ン
の
場
と
し
て
、
盆
栽
、
造
園
、

　
　
　
　
　
　
　
民
謡
、
謡
曲
と
書
道
、
囲
碁
、
将
棋

　
　
　
　
　
　
　
等
も
り
た
く
さ
ん
の
行
事
に
多
数
の

　
　
　
　
　
　
方
々
か
参
加
し
て
熱
心
に
、
趣
味
を

　
　
　
　
　
　
　
と
お
し
て
楽
し
く
語
ら
っ
て
お
り
ま

　
　
　
　
　
　
難
鰻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撫
’
、
マ
ぱ
，
躍
魂
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飾
薩
欝
…

目
石
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
六
十
歳
以
上
無
料

お
と
し
よ
り
に
、
明
る
く
静
か
な

憩
の
場
と
し
1
－
、
、
市
内
を
一
望
て
き

る
見
晴
ら
し
の
良
い
蔵
本
薬
師
堂
前

に
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ
階
建
の

白
．
石
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
〃
行
雲

熱心に練習……書道

　　　使　　用　　料
　市内居住の老人（60才以上）は無料です

　　日　　　　　　　　　　　帰
区分　　使用料　1人1日　備　　　者

　　　　帰

　備　　　考

未就学児は無料

団体とは15人以上

未就学児は無料

！人1日

100円
150円
　80円

120円

　使用料

市内居住者

市外居住者

市内居住者

市外居住者

個
人

団
体

　
　
興
聾

．
館　

　
　
　
猟

　
　
　
繍

す
。

老
人
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
楽
し

く
過
し
て
い
た
だ
く
憩
の
場
と
し
て

ご
利
用
下
さ
い
。

利
用
案
内

開
館
時
間
　
午
前
九
時
三
十
分
～

　
　
　
　
　
午
後
四
時
三
十
分

休
館
日
　
　
月
曜
日
祝
祭
日
の
翌
日

　
　
　
十
二
月
二
十
九
日
よ
り

　
　
　
一
月
三
日
ま
で

民謡モット大きい声で

1鞠噸翻蔑剰固定資産税…

　チョット待てよ……囲碁・将棋　　　漏一剛隣一胆圓■”剛臼］臼糊【】霞・圓】闇暇■國朋一陶】圃■剛馬u霞旨

‘白右市の入段

　　娼．311現在

世帯数　9，763世帯

人　戸　41’㍗8人』

1昇、弓19，§77汰

1。女　　21，2野1人、、
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聾
嚢市史跡指定、

嚢

世良修蔵墓・片倉家廟所横穴古墳堂田

　
白
石
市
教
育
委
員
会
は
、
市
文
化

財
保
護
条
例
第
五
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
堂
田
遺
跡
、
郡
山
横
穴
古
墳
群

世
良
修
蔵
の
墓
、
片
倉
家
廟
所
の
四

ヵ
所
を
、
市
史
跡
と
し
て
有
形
文
化

財
に
指
定
し
ま
し
た
。

　
堂
田
遺
跡

　
福
岡
八
宮
字
堂
田
地
内
の
水
田
の

中
に
、
直
径
一
米
前
後
の
大
石
が
、

五
列
十
六
行
に
、
ほ
ぼ
南
面
に
存
在跡遺田堂

墳古穴横

し
て
い
る
。
四
十
五
年
七
月
の
発
掘

調
査
が
、
行
わ
れ
た
結
果
、
平
安
時

代
前
期
の
仏
堂
で
あ
り
、
当
時
の
文

化
を
知
る
上
の
貴
重
な
遺
跡
で
あ
り

ま
す
。

　
郡
山
横
穴
古
墳
群

　
郡
山
字
穴
ノ
前
地
内
の
丘
陵
の
凝

灰
岩
の
が
け
に
、
蜂
の
巣
状
に
密
集

し
て
つ
く
ら
れ
た
横
穴
古
墳
群
で
あ

り
ま
す
。
鷹
の
巣
古
墳
群
と
ほ
ぼ
同

時
代
に
造
ら
れ
た
横
穴
墳
墓
で
、
斉

川
流
域
に
残
さ
れ
た
、
古
墳
時
代
の

重
要
な
遺
跡
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

　
世
良
修
蔵
の
墓

　
福
岡
蔵
本
字
陣
場
地
内
に
あ
る
長

州
藩
士
世
良
修
蔵
、
同
藩
士
勝
見
善

太
郎
、
松
野
儀
助
、
従
者
繁
蔵
の
二

基
の
墓
碑
、
三
名
の
墓
で
あ
る
。
戊
辰

ノ
役
に
、
世
良
修
蔵
は
、
奥
羽
鎮
撫

（
ち
ん
ぶ
）
総
督
参
謀
と
し
て
来
仙

し
た
が
、
そ
の
行
動
に
仙
台
藩
士
の

反
感
を
か
う
も
の
が
あ
っ
た
の
で
、

明
治
元
年
閏
四
月
十
九
日
瀬
ノ
上
（
福

島
県
）
の
宿
舎
で
殺
害
さ
れ
、
明
治

三
年
現
地
に
改
葬
さ
れ
、
同
八
年
宮

貴
重
な
生
活
遺
構

縄
文
早
期
遺
物
発
掘

　
縄
紋
時
代
早
期
か
ら
前
期
に
か
け

て
、
今
か
ら
七
千
年
以
上
も
、
昔
の

人
々
の
生
活
の
よ
う
す
や
、
文
化
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
遺
跡
発
掘
調
査

が
、
白
石
市
内
で
は
、
最
も
古
い
遺

跡
で
あ
る
、
福
岡
深
谷
上
高
野
及
び

、
保
原
平
の
二
ヵ
所
で
、
白
石
市
史

編
さ
ん
委
員
で
あ
る
、
後
藤
、
中
橋

両
氏
の
指
導
の
も
と
に
進
め
ら
れ
て

お
り
、
ほ
ぼ
そ
の
全
容
が
、
明
ら
か

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
時
代
の

本
格
的
な
発
掘
調
査
は
、
宮
城
県
内

で
殆
ん
ど
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の

調
査
結
果
相
当
長
い
時
代
に
わ
た
る

、
生
活
面
の
遺
構
や
、
埋
蔵
さ
れ
て

い
る
土
器
や
石
器
が
、
発
見
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

≡
一
…
一
三
一
＝
一
≡
＝
一
…
＝
≡
一
≡
一
＝
＝
≡
一
＝
…
一
≡
≡
一
一
≡
＝
一
一
一
一
＝

城
県
で
墓
碑
を
建
て
ま
し
た
。

　
片
倉
家
廟
所

　
福
岡
蔵
本
字
愛
宕
山
地
内
に
、
片

倉
家
代
々
の
城
主
の
墓
所
で
あ
る
。

　
石
畳
を
敷
い
た
床
面
の
上
に
十
体

の
巨
大
な
石
像
と
一
個
の
墓
碑
（
明

治
四
年
に
没
し
た
十
代
宗
景
の
碑
）

が
、
み
ご
と
に
並
ん
で
い
る
。

　
苔
む
し
た
花
南
岩
の
玉
垣
に
、
か

こ
ま
れ
整
備
さ
れ
た
廟
所
は
、
東
北

の
陪
臣
の
墓
と
し
て
は
、
ま
っ
た
く

他
に
み
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

深谷上高野発掘調査

＝
≡
一
一
≡
一
≡
一
＝
…
一
＝
一
一
＝
≡
≡
≡
＝
≡
一
≡
一
≡
一
≡
＝
一
≡
一
＝
一
…

　
　
メ
　
モ

　
白
石
市
文
化
財
保
護
条
例

第
五
条
　
本
市
の
区
域
内
に
存
す
る

　
有
形
文
化
財
の
う
ち
本
市
に
と
っ

　
て
重
要
な
も
の
を
白
石
市
指
定
有

　
形
文
化
財
に
指
定
す
る
こ
と
が
で

　
き
る
。

2
指
定
し
よ
う
と
す
る
有
形
文
化
財

　
の
所
有
者
及
び
権
限
に
基
づ
く
占

　
有
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
。

3
　
指
定
は
、
告
示
す
る
と
と
も
に

　
、
当
該
有
形
文
化
財
の
所
有
者
及

　
び
占
有
者
に
通
知
し
て
す
る
。

4
　
指
定
は
告
示
が
あ
っ
た
日
か
ら

　
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

5
　
指
定
し
た
と
き
は
、
当
該
指
定

　
有
形
文
化
財
の
所
有
者
に
指
定
書

　
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一4一
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国
民
年
金

　
国
民
年
金
は
、
将
来
の
事
故
や
老

令
に
備
え
て
、
保
険
料
を
積
み
立
て

、
そ
の
年
金
で
生
活
を
安
定
さ
せ
よ

う
と
す
る
た
め
に
、
毎
月
の
保
険
料

を
積
み
立
て
る
も
の
で
す
。

　
国
民
年
金
に
、
必
ず
加
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
と
、
本
人
の
希
望

に
よ
っ
て
加
入
で
き
る
人
と
が
あ
り

ま
す
。

◆
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
な
ら
な
い
人

　
二
十
才
以
上
六
十
才
未
満
の
人
は

、
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

な
ど
の
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
や

そ
の
配
偶
者
は
除
か
れ
ま
す
。

◆
希
望
で
加
入
が
で
き
る
人

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
、
ま
た

は
年
金
や
恩
給
を
受
け
て
い
る
人
は
、

希
望
す
れ
ば
任
意
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
．

◆
国
民
年
金
は
物
価
の

　
　
　
　
　
　
変
動
に
強
い

　
物
価
の
変
動
や
生
活
水
準
の
上
昇

に
応
じ
て
、
増
額
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
保
険
料
の
額

　
国
民
年
金
に
は
、
定
額
分
と
そ
れ

に
上
積
み
す
る
附
加
年
金
が
あ
り
ま

す
が
、
希
望
す
れ
ば
、
そ
の
両
方
に

加
入
で
き
ま
す
。

　
◎
定
額
分
の
み

　
一
ヵ
月
五
五
〇
円
で
六
十
才
に
な

る
ま
で
納
め
ま
す
。

　
◎
定
額
分
＋
附
加
年
金
分

　
五
五
〇
円
＋
三
五
〇
円
匪
九
〇
〇
円

◆
福
祉
年
金
の
手
続
を

　
　
　
　
　
　
お
忘
れ
な
く

　
満
七
十
歳
（
明
治
三
十
六
年
生
れ

）
以
上
の
方
が
、
老
令
福
祉
年
金
に

該
当
に
な
り
ま
す
。
収
入
の
多
少
に

か
か
わ
ら
ず
、
裁
定
請
求
の
手
続
き

を
し
て
下
さ
い
。
手
続
き
の
際
に
、

印
鑑
、
戸
籍
抄
本
一
通
、
住
民
票
抄

本
一
通
、
及
ぴ
恩
給
証
書
、
年
金
証

書
を
、
ご
持
参
下
さ
ハ
。

年　金　の　種　類

　　二のようなときに
　　　　　　　10年納めたとき
65歳から
　　　　　　25年納めたとき

　　　　　　25年納めたとき

定額分と所得比例分を合わせて

途中で死亡したとき

（3年以上納付）

年金額
50，000円

96，000円

（54，000円

150、000円

10、000円～

52、000円

年金の種類

老齢年金

（所得比例年金）

死亡一時金

④　ほかに、いろいろの公的年金の保険料を納めた人には、通算

　　老齢年金が支給されます。

白
石
市
職
員
募
集

　
昭
和
四
十
八
年
度
白
石
市
職
員
採

用
試
験
を
次
の
要
領
で
募
集
い
た
し

ま
す
。

①
職
種
及
び
採
用
人
員

上
級
職

初
級
職

初
級
職

初
級
職

初
級
職

p

婁
璽

て
、
請
求
書
に
添
付
す
る
だ
け
で
す

み
ま
す
。

　
支
払
方
法

　
皆
様
の
取
引
き
銀
行
預
金
口
座
に

払
込
み
と
同
時
に
、
会
計
課
よ
り
債

権
者
の
皆
様
に
、
納
品
内
容
を
記
載

し
た
『
銀
行
口
座
振
替
通
知
書
』
を

送
付
い
た
し
ま
す
。

行
政
事
務

一
般
事
務

一
般
事
務

技
術
土
木

技
術
化
学

男男女男男

一五五十三

名名名名名

②
受
験
資
格

上
級
職
　
昭
和
二
十
五
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
二
十
七
年
四
月
一
日
ま
で

の
出
生
者
で
大
学
卒
程
度
以
上
の
者

初
級
職
　
昭
和
二
十
八
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
三
十
一
年
四
月
一
日
ま
で

の
出
生
者
で
高
校
卒
業
者
並
見
込
者

③
第
一
次
試
験

試
験
種
目
　
上
級
、
初
級
職
と
も
教

養
試
験
及
び
、
作
文
試
験

試
験
日
　
十
月
二
十
三
日
　
火
曜
日

試
験
場
　
白
石
市
民
会
館

④
第
二
次
試
験
　
第
一
次
試
験
合
格

者
に
直
接
通
知
す
る
。

⑤
受
験
手
続

受
験
申
込
み
　
受
験
申
込
用
紙
は
、

秘
書
企
画
課
人
事
係
に
備
え
て
あ
る
。

申
込
受
付
期
間
　
九
月
一
日
午
前
八

時
半
か
ら
九
月
二
十
九
日
正
午
ま
で

⑥
問
合
せ
　
白
石
市
桜
小
路
三
＋
五

白
石
市
役
所
　
秘
書
企
画
課
人
事
係

郵
便
の
場
合
は
返
信
切
手
貼
付
の
こ
と

一5一

鐸欝一嗜
響
舞
「
婁

盤
、
、

　
　
夢
脚、

敬

、
轡
鴫
ー

　
、
響
了

ノ
ら

騒

市
か
ら
支
払
わ
れ
る

代
金
の
受
領
は
、
ロ
座
振
替
利
用
を

　
市
役
所
に
納
品
さ
れ
た
代
金
や
、

工
事
請
負
費
等
の
代
金
は
会
計
課
窓

口
に
て
受
領
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た

か
、
皆
様
の
利
便
を
考
え
、
口
座
振

替
払
制
度
を
採
用
し
f
、
お
り
ま
す
か

　
、
ご
利
用
さ
れ
る
よ
う
、
お
す
す

め
い
た
し
ま
す
．
、

口
座
振
替
払
と
は

市
役
所
に
、
納
品
さ
れ
た
代
金
や

　
工
事
請
負
費
等
の
代
金
の
請
求
書

を
関
係
課
に
提
出
さ
れ
る
と
、
会
計

課
に
請
求
書
が
ま
わ
り
、
支
払
手
続

き
が
済
む
と
、
あ
な
た
の
取
引
銀
行

預
金
口
座
に
自
動
的
に
払
込
さ
れ
る

仕
組
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
申
込
み
方
法

　
会
計
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

『
銀
行
口
座
振
込
依
頼
書
』
に
記
入
し

取
扱
い
金
融
機
関

七
十
七
銀
行
白
石
支
店

仙
南
信
用
金
庫

徳
陽
相
互
銀
行

振
興
相
互
銀
行

白
石
農
業
協
同
組
合
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回
■
闘
團
（
内
線
二
九
〇
番
）

三
歳
六
ヵ
月
児
検
診

該
当
者
　
昭
和
4
5
年
3
月
1
日
～

　
　
　
　
3
1
日
ま
で
の
出
生
者

日
　
時
　
9
月
2
5
日
午
後
－
時

場
　
所
　
白
石
保
健
所

三
ヵ
月
児
検
診

該
当
者
　
5
月
10
日
ー
6
月
1
3
日

　
　
　
　
ま
で
④
出
生
者

日
時
9
月
6
日
又
は
1
3
日

　
　
　
　
午
後
1
時

場
　
所
　
白
石
保
健
所

六
ヵ
月
児
検
診

該
当
者
　
昭
和
4
8
年
3
月
出
生
者

日
　
時
　
9
月
20
日
又
は
2
7
日

　
　
　
　
午
後
1
時

場
所
白
石
市
民
会
館

十
二
ヵ
月
児
検
診

場日該妊場日該
　　当　　　当
所時者婦所時者

昭
和
σ
年
8
月
出
生
者

9
月
12
日
午
後
1
時

白
石
市
民
会
館

相
　
談

8
月
届
出
の
者

9
月
n
日
午
後
1
時

白
石
市
民
会
館

母
子
手
帳
の
交
付
を
受
け
る
と
き

　
妊
娠
届
出
書
と
印
鑑
を

　
　
　
お
忘
れ
な
く
。

　
ジ
フ
テ
リ
ヤ
・
百
日
咳

　
　
破
傷
風
（
三
混
）
接
種
実
施

　
該
当
者
　
昭
和
4
7
年
6
月
1
日
～

　
　
　
　
娼
年
4
月
30
日
出
生
者

　
日
時
9
月
1
8
日
と
9
月
19
日

　
　
　
　
午
後
1
時
～
2
時

場
　
所
　
市
民
会
館

　
團
（
内
線
二
八
一
番
）

　
計
量
器
定
期
検
査
に
つ
い
て

　
年
に
一
回
計
量
器
の
定
期
検
査
が

行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
検
査
を
受
け
な

い
と
、
以
後
計
量
器
の
使
用
が
出
来

な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
期
間
中
に

必
ず
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
計
量
器
定
期
検
査
日
程

隷鋪脇端儲儲
前
1
0
～
正
午
　
越
河
公
民
館

後
1
～
後
乞
3
0
斎
川
出
張
所

前
9
～
正
午
　
小
原
公
民
館

後
1
～
乞
3
0
下
戸
沢
公
会
堂

前
1
0
～
正
午
　
大
平
　
分
室

後
1
～
乞
3
0
大
鷹
沢
出
張
所

前
10
～
正
午
　
福
岡
分
室

後
1
～
乞
3
0
　
白
川
公
民
館

前
1
0
～
後
2
白
石
市
民
会
館

前
1
0
～
後
2
白
石
市
民
会
館

前
10
～
後
2
白
石
市
民
会
館

囹
闘
削
圏
（
内
線
二
二
四
番
）

行
政
相
談

日
時
　
9
月
8
日
後
1
時
～
3
時

場
所
　
市
　
民
　
会
　
館

團
（
内
線
二
三
三
番
）

定
期
生
活
相
談

日
時
　
9
月
5
日
・
1
7
日
・
2
5
日

場
所
　
市
役
所
　
第
2
会
議
室

国
（
⑤
三
七
呂
番
）

　
9
月
の
行
事

日
本
舞
踊

茶
道
裏
千
家

和
　
　
　
裁

華
道
池
坊

華
道
小
原
流

料
　
　
　
理

ギ
タ
ー

3
日
1
0
日
1
7
日
2
4
日

4
日
11
日
1
8
日
2
5
日

1
日
8
日
1
5
日
22
日

6
日
13
日
2
0
日
27
日

7
日
1
4
日
2
1
日
2
8
日

4
日
n
日
18
日
2
5
日

1
日
8
日
5
日
2
日

　
　
　
－
　
　
　
Z

エ
レ
ク
ト
ー
ン
ー2
日
2
6
日

剣
道
3
日
7
日
1
0
日
14
日

　
　
　
　
　
1
7
日
2
1
日
2
4
日
2
8
日

ピ
ン
ポ
ン
　
　
4
日
6
日
11
日
1
3
日

　
　
　
　
　
1
8
日
2
0
日
2
5
日
2
7
日

杜
交
ダ
ン
ス
　
6
日
1
3
日
2
0
日
2
7
日

圃
（
⑤
三
六
六
ロ
番
）

　
趣
味
同
好
会
案
内

　
各
種
の
趣
味
同
好
会
が
あ
り
、

　
皆
さ
ん
の
お
い
で
を
、
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
時
間
は
、
午
前
1
0
時

よ
り
午
後
4
時
ま
で
で
す
。

9
月
5
日

9
月
8
日

9
月
1
5
日

9
月
1
8
日

　
圓
（
内
線
二
九
六
番
）

　
県
民
生
計
実
態
調
査
に
ご
協
力
を

　
県
で
は
、
8
月
、
11
月
、
2
月
に

県
民
生
計
実
態
調
査
を
行
い
ま
す
。

今
回
は
、
9
月
！
日
現
在
に
て
調
査

を
行
い
、
県
民
の
生
活
を
、
よ
り
豊

か
に
す
る
施
策
の
基
礎
資
料
に
利
用

し
ま
す
。
調
査
員
が
、
お
伺
い
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
．

9
月
23
日

9
月
2
9
日

碁民茶盆民書茶
　謡道栽謡道道
醤謡造言語花
　曲　園曲・
　　　　　将
　詩　花詩棋
　吟　・吟

ツベルクリン反応・B　C　G接種実施

お子さんを、対象にツ反、BCG接
ます。　該当者は、市民検診受診票

（出張所、分室）よ1）お受取1）下さ

無料です。

園児は、園で行います
爵　、、2片こ日rI卓しD（（ 会場

市会館

斎川小

大平小

大鷹小

白川中

福岡中

三住分

蔵王分

不忘分

長峰分

ツ反測定とBCG
9，2013．30～14．30

9，1314，00～14，30

9。13　　13．00～13，30

9，2010，00～10，30

9・2710，30～11，00

9，2713，00～13．40

9．6　14，00～14，30

9，6　12，40～13，30

9，6　11，30～12，00

9．6　10，30～11，00

　就学前のお子さん

種を実施します。

を、市役所（出張所

い。料金は無料です

　尚幼稚園児、保育

土晒痂
ツベルクリン注射

9．1814．00～15，00

9，1114，00～14．30

9，11　13，00～13，30

9，1810，00～10．3α

9，2510，30～11，00

9．25　 13，00～13，婆0

9．4　14，00～14，30

9，4　12，40～13，30

9．4　11．30～12．00

9，4　10，30～11．00

石
田
平
沢
川
岡
住
王
忘
峰

　
　
　
　
鷹

白
斎
大
大
白
囁
三
蔵
不
長

　
庁
舎
移
転
に
つ
い
て

　
仙
台
法
務
局
白
石
出
張
所
庁
舎
新

築
の
た
め
、
左
記
へ
移
転
し
ま
す
。

　
期
　
間
　
8
月
2
5
日
～
弱
年
3
月

　
移
転
先
　
白
石
市
役
所
福
岡
分
室

　
　
　
　
前
、
治
山
出
張
所
跡

医番当日休

　　外　　科

刈田　病院⑤2！45

銭谷　医院⑤2010

宮城　医院⑤2062

刈田　病院⑤2145

加藤㈹医院⑥2653

朝倉　病院⑤2101

　　内　　科

柿崎　医院⑤2210

亘理　医院⑤2355

大沼　医院⑤2502

筥　　医院⑤2410

水野　医院⑤2735

加藤（司医院⑤2001

曜日

日
日
祝
日
日
日

2
9
1
5
1
6
2
3
3
0

月

9

　
自
衛
隊
合
同
演
奏
会

　
陸
上
自
衛
隊
東
北
方
面
隊
、
第
六

師
団
、
第
九
団
各
音
楽
隊
の
合
同
演

奏
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

9
月
2
3
日
　
午
前
9
時
よ
り
船
岡
駅

　
　
　
　
前
通
り
行
進

　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
12
時
ま
で

　
　
　
　
自
衛
隊
合
同
演
奏
会
（

　
　
　
　
柴
田
町
公
民
館
）

一6

印
刷
所
　
本
木
印
刷
（
株
）


